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Abstract

The lattice parameters α(T),う (T),c(T)and β (T)as a function of temperature(T)for
Cr3X4(X=Se and Te)with the NiAs like crystal structure(space grOup:12/rn)have been

measured in the temperature range between 151( and 400 K  As T increases the lattice

parameters for Cr3X4 (X=Se and Te)exhibit anisotropic thermal expansiOns around the

magnetic transition temperature  The obtained results, together 、スァith the reported data on

CrTe and Cr2Te3,are qualitatively discussed in terms Of the model郡ァhere the relative position

between Cr3ブ and Xψ  bandS Changes through the variations of the nearest neighbor Cr― Cr and

Cr― X distances and the electronegativity difference bet、 、アeen Cr and X against X

1.は じ め に

鉄族遷移金属元素 (M)の硫化物,セ レン化
物,テルル化物は,金属原子空孔量 δの広い範

囲に渡 り化学式 Ml δX(Xは カルコゲン元素
を表す)で表される物質群を形成し,M,δ,Xの
組み合わせにより多種多様な磁気秩序を発現さ

せる1ち その一例として,M=Crと する Cri δX
の磁性と磁気転移温度を表 Iに示す。

我々は,主 として Mnよ りも低原子番号側の
M=Ti,V,Crに おける Ml δXの磁気的性質に
興味を持ち,3″ 電子の磁気モーメント及び磁気

秩序の安定化要因という観点から,δ 及び Xを

変えた系についての系統的な研究を行ってき

たり。最近,Mnょ りも大きい原子番号を持つ M
の酸化物に対する光電子分光実験により,遷移
金属酸化物の電気的性質は,″ 電子間のクーロ

ン相互作用の大きさ yと プと少バンド間の隔
たりの尺度である電荷移動積分れ Tで分類する

べきであるという提案がなされため。 yと nT
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の大小関係 によって大別すると,[ア <∠cTと
y>洗 Tの場合は,それぞれ Mott Hubbard型
と電荷移動型 とに分けられる。酸化物よりもさ

らに共有結合性が強いカルコゲン化物では,が

とタバンド間の混成が起こり易 く,ИcTが さま

ざまな値を取 りうる状況が生じる。このことは,

酸化物よりも多種多様な磁気的,電気的,結晶
学的性質の発現する可能性がある。

強磁性体における磁気転移温度への圧力効果

は,磁性の発現に関して重要な知見を含んでお

り,Mn系 磁性化合物では交換積分の距離依存
性という観点から系統的な研究→が行われてい

る。圧力効果の研究では,磁気転移温度近傍に
おける熱膨張の挙動が重要な情報を与えること

から,近年盛んに熱膨張測定が行われ,かなり
の実験データが蓄積されてきた。3プ 遷移金属を

含む化合物および合金系における磁性の発現の

機構を考える上でも,磁気体積効果は興味ある
研究分野であり,圧力効果の補助データとして
だけではなく,熱膨張データから磁性 と熱膨張
との相関を見るのも興味ある研究テーマであ

る。
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